
 

一 般 質 問 通 告 表 

平成３０年第２回姶良市議会定例会（７月５日） 

 

氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

１．有川 洋美 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．市長の施政方針

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 施政方針で示された「４つの政策」に

ついて、以下を問う。 

（１）第１「教育」について 

 その具体的な政策「公立短期大学」の

設立をうたっているが、市民、教育関

係者、そして当事者である高校生の声

を聞いての案であるのか。 

（２）第２「まちづくり」について 

 ＪＲの駅を中心としてのまちづくり推

進について、バリアフリーの視点につ

いて見解を問う。 

（３）第３「子育て世代への支援強化」

について 

 障がいのある子ども達への支援につい

ての見解を問う。 

（４）第４「生きがいのある姶良市」に

ついて 

 高齢者の健康寿命を延ばすために「大

型グラウンドゴルフ場の設置」をうた

っているが、プール、テニス、絵画、

陶芸、語学、音楽など他にもあるので

はないか。見解を問う。 

（５）市長は「過疎化に歯止め」をうた

っている。「過疎化」と「高齢化」が同

時に進んでいるが、それぞれの地域の

住民の困っていること、そして住民の

皆さんの「願い」の実現化に対して、

どのような対策を考えているのか。 

（６）「人権尊重のまち」の実現を目指す

とのことだが、具体的に説明せよ。 

（７）防災は行政が担う最重要課題であ

ると認識しているとのことだが、災害

弱者に対しての具体的施策を説明せ

よ。 
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

２．安定ヨウ素剤の

事前配布について 

 

「原子力災害に備えて甲状腺被ばく軽

減の為に、希望する市民に安定ヨウ素剤

の事前配布を求める陳情書」が、平成２

９年３月議会で採択された。姶良市にお

ける安定ヨウ素剤の事前配布状況を問

う。 

 

 

２．湯之原一郎 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．林務行政の課題

と林業振興策につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．河川管理と活用

策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．中山間地域の情

報通信手段確保策

本市の森林面積は市全体の面積の約半

分を占めており、その多くは市域の中部

から北部地域にあり、人工林・天然林の

豊かな緑が広がっている。 

そのような中、戦後植栽された杉・ヒ

ノキが伐期を迎えて、皆伐される山林を

見受けるようになってきたが、伐採後、

再造林されずにそのまま放置された山林

跡地も少なくないように感じる。 

県も再造林率の向上を目指している

が、市の対応について問う。 

また、アジア向けの木材輸出が増え、

バイオマス燃料として木材需要が高まる

中で、市内の山林資源をいかに活かして

いくか林業振興策について問う。 

 

本市には、県の管理する２級河川をは

じめ多くの河川が貫流している。近年、

全国各地で異常気象を起因とした豪雨災

害が毎年のように発生しており、市民生

活の安全確保を最優先にした河川管理が

必要であると考える。 

また、かつては魚種も豊富で住民の憩

いの場であった川の復活を望む声も少な

からず聞く。 

河川管理及び活用策について、市とし

ての今後の関わり方をどのように考えて

いるか問う。 

 

施政方針演説の中で、中山間地域にお

けるインターネット環境の充実を図り、
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教育長 



 

 

氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

について 

 

 

 

 

 

 

 

コミュニティビジネスへの発展につなげ

たい旨の発言があった。情報環境整備の

遅滞が、中山間地域の過疎化に拍車をか

けている側面もあるのではないかと考え

る。 

 今後どのような施策に取り組み、過疎

地域の活性化につなげていくのか問う。 

 

 

 

 

３．竹下日出志  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．ＪＲ駅前の再開

発と活性化につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．住民ニーズに合

った予約型乗合タ

クシーの実施につ

いて 

 

 

 

 

 

 

３．子育て支援につ

いて 

 

 

 

 

 

（１）官民一体の駅前開発プロジェクト

を立ち上げるが、以下を問う。 

①帖佐駅からイオンタウンまでの 

６００メートル再開発の事業内容 

②加治木駅前再開発の事業内容 

③重富駅前再開発の事業内容 

（２）市内５駅周辺の通勤・通学時の安

全対策として、自転車専用レーンの設

置を考えないか。 

（３）両面改札口への整備について、Ｊ

Ｒと行政とのタイアップをどのように

考えるか。 

 

自家用車や運転免許証を持たない高齢

者の買物や通院等の移動手段を確保する

必要がある。 

 本市には、自宅からバス停までの距離

が長く、高齢者や体の不自由な方々の利

用が難しい地区がある。これらの課題を

解消するために、予約型乗合タクシーの

運行実施、コミュニティバスの現行形態

の見直しを図る考えはないか。 

 

 神奈川県茅ヶ崎市では、怒鳴らない子

育て練習講座「そだれん」を市民向けと、

子どもに関わる機関の職員向けの２つを

実施していた。 

 市民向けの講座では、「子どもが言うこ

とを聞かず、子どもを怒鳴ったり叩いた

りしてしまう。叱る回数を減らしたい」
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．認知症施策の推

進について 

 

 

 

 

 

といった悩みを持つ親御さんを対象に、

しつけに関する親子の負担軽減や児童虐

待の予防を目指している。 

 また、市内の子育て関係機関の職員を

対象とした講座では、相談や支援に「そ

だれん」実践を取り入れることで、各機

関の職員のスキルが向上することを目指

している。本市でも、怒鳴らない子育て

練習講座「そだれん」を実施する考えは

ないか。 

 

認知症の高齢者の数は、２０２５年に

約７００万人、６５歳以上の５人に１人

の割合に達すると推計されている。３年

前、政府は認知症施策推進のための総合

戦略「新オレンジプラン」を策定した。 

 このプランでは、認知症の方が地域社

会の一員として活躍できるよう、従来の

「お世話型支援」から、意思と能力を尊

重する「寄り添い型支援」への転換を促

している。 

 認知症の高齢者が屋外へ出かけようと

した際に、それを感知して家族などに通

報する機器・ＧＰＳシステムとして、認

知症老人徘徊感知機器がある。 

 本市でも、徘徊模擬訓練に認知症老人

徘徊感知機器の活用を推進する考えはな

いか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

教育長 

 

４．新福 愛子  

 

 

 

 

 

 

 

 

１．防災・減災の視

点に立った通学路

等の総点検につい

て 

 

 

 

 

 

６月１８日の午前７時５８分頃、大阪

府を中心に震度６弱の地震が発生した。 

朝の通勤通学の時間帯の発生であった

ことで、通学途中の小学４年生の女児と

通学の見守りボランティアに向かってい

た高齢男性も亡くなられた。 

（１）これまでの一般質問の中で、校区

コミュニティごとの危険箇所の点検に

ついて提案をしてきたが、具体的な検
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．ロタウイルスワ

クチンの助成事業

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．市営住宅におけ

る連帯保証人制度

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

討があったか。 

（２）今回の痛ましい死亡事故を受け、

教育委員会ではどのような協議や検討

をされたか。 

（３）防災・減災の視点に立った学校施

設や通学路等の総点検を実施すべきと

考えるがどうか。 

 

ロタウイルスは、５歳未満の乳幼児に

おけるウイルス性胃腸炎の主な原因微生

物であり、５歳までにほぼ全員の小児が

感染し、胃腸炎を発症することが知られ

ている。日本では毎年冬から春にかけて

流行がみられており、ロタウイルス感染

症に対する特異的な治療法がないためワ

クチン接種による発症予防が唯一かつ最

も重要な感染制御のための方策といわれ

ている。ただし定期接種化については検

討中であり任意接種となっている中、鹿

児島市・薩摩川内市・伊佐市をはじめ、

県内でも市単独で助成を行う自治体が増

えている。本市でも助成への期待が高ま

っているが、現状と課題を問う。 

 

市民からの相談の中で、市営住宅に関

わる様々なご相談を受けている。特に入

居の際に求められる連帯保証人２名を確

保することが困難な方からの相談が増え

てきている。 

 今回、民法の一部を改正する法律によ

り債権関係の規定の見直しが行われ、市

営住宅における連帯保証人制度の運用見

直しが図られるようである。 

この民法改正を踏まえた「公営住宅の

入居に際しての取扱いについて」という

平成３０年３月３０日付、国土交通省住

宅局住宅総合整備課長通知について以下

を問う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

 

 



 

 

氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

 

 

 

 

 

（１）通知の内容 

（２）本市の対応 

（３）連帯保証人の要件を廃止する場合

の課題 

５．峯下  洋  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．選挙の総括と今

後の対応について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．施政方針４つの

お約束について 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．通学路整備につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．災害時の体制及

（１）４月に行われた市長・市議会議員

の同時選挙は、今回初めての１８歳か

ら選挙が行われたが、各年代の投票率

を問う。 

（２）昨年、若者議会を実施したが、投

票率にその成果が見られたか。 

（３）各投票所の投票率とその分析はな

されたか。また、対策などは検討され

たか。 

（４）期日前投票の状況を問う。 

 

施政方針説明の際、議場に入りきれな

い程の傍聴者が来られたとのことで、市

長に対する期待の大きさをうかがい知る

ことができた。そこで、次の４つのお約

束について具体策を問う。 

（１）「公立大学法人短期大学」の設立 

（２）まちづくりについての考え 

（３）子育て世代への支援強化について 

（４）「生きがいのある姶良市」について 

 

松原なぎさ小学校が開校して４年にな

るが、未だに通学路の整備が不十分であ

る。朝晩の見守り隊の方々も高齢になり、

特に夏の日差しの厳しい時期は脱水症の

恐れなど懸念されるが、以下を問う。 

（１）松原なぎさ小学校通学路の松原町

１号線と松原町２号線の交差点への信

号機設置について 

（２）松原・十日町線の変形５差路の安

全確保のための整備について 

 

日本全国各地で風水害・地震のニュー
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氏   名 質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手 

び避難所の環境整

備について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．スポーツ施設整

備について 

 

スが報じられている。我が市での対策は

万全か気がかりである。 

特に、夏場・冬場などによって状況が

違うと考えるが、以下を問う。 

（１）有事の際の各施設の防災担当並び

に市の職員の割当などは明確化されて

いて、連絡手段などは確立しているの

か。 

（２）避難所に指定している施設の環境

について、避難者が大勢になると、夏

場は熱中症も懸念されるが、電力の確

保や暑さ対策は万全か。 

（３）避難者に対する食事・トイレ等の

確保は十分か。 

 

 年々健康寿命の延伸を意識して、高齢

者のスポーツに対する意識が高揚してい

ることは、誠に心強く感じる。健康であ

り続けたいと願いグラウンドゴルフやソ

フトミニバレー、卓球、スポーツ吹矢な

どで生きがいを見出している方々も多い

が、以下を問う。 

（１）前回提案したＪＡ研修センターの

グラウンド借受けのその後の進捗状況

について 

（２）重富の姶良体育センターは、換気

や温度調整は満足のいくものになって

いるか。 
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